
団体の紹介 
『大入の郷』は、「自然体験提案型施設」として自然体験メニューやイベ

ント開催などを行っています。都会では味わえない体験ができるので、多

くの人に来て頂き、体全体で感じて頂きます。地下から湧き出る「深山の

しずく」は、水の美味しさが感じられる自慢の一つです。宿泊施設の浴室

は「総ヒノキ」ですが、宿泊費用はとても安く、気軽な利用が可能となっ

ています。 
 

この団体が生まれた理由 

 

恵まれた環境を生かして都市との交流を図り、地域全体の活力を増進、

本地域の更なる活性化に結びつける事を目標にしています。 
温泉施設も利用しながら、先人から守り受け継がれてきた森や川など、

自然を活用しながら、都市と地域住民の交流・自然休養・体験・雇用の場

として有効活用を模索。ダム周辺地域全体の潤い、地域活力増大を目的と

して、平成 16年 7月 3日にオープンしました。 

今までの活動内容と今後の課題 
 都市住民が自然体験メニューへの参加や簡易宿泊を行うことで、講師

料等が指導者(地域住民)に入り、雇用を提供する場となっています。地域
のお年寄りを招いての交流会、地元保育園、小学校の子供を招いての魚

つかみ体験など、地元還元事業ともなっています。『大入の郷』の取り組

みが他地域への奮起材料となっており、村全体に及ぼす影響は大きいで

す。 
 自然体験メニューへの参加者が減少しており、新メニューの開発が必

要だと考えています。『大入の郷でいい人さがそう』『ステーキまつり』

『紅葉ハイキング』等のイベントを行って来ましたが、年間を通じたイ

ベント等の実施により、新規顧客の獲得を図りたいと考えています。 

 

県へのメッセージ 

 

コミュニティビジネス優良モデル事業者の認定により、県がその活動の紹介、PR
をして頂けるというお話でしたが、県の媒体を通じての問い合わせ、申し込みがあ

った事例は全くありません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



組織形態 任意団体 
事業者名 大入の郷 

所在地 

〒449-0403 
愛知県北設楽郡豊根村下黒川字桧皮野 19-3 

電話 0536-85-1800 
FAX 0536-85-1800  

HPアドレス http://www.shokokai.or.jp/toyone/23/235631S0003/ 
メールアドレス toyone@aichiskr.or.jp 
代表者 代表 伊藤 豊 
参加者 計 90名 中心年代 50～60 代 

(最終校正日時 2010/12/07) 
 


